
 

 「アジア地域の評価上昇続く QS世界大学ランキング 2027」 

 

 英国の高等教育評価機関「クアクアレリ・シモンズ（QS：Quacquarelli Symonds）」は 6

月 18日、「QS世界大学ランキング 2027」を公表した。１位のマサチューセッツ工科大学を

はじめ上位 10位はほとんど米国と英国の大学が占める。こうした状況は今回も変わってい

ないが、シンガポール国立大学が前年の 8位から 10位に順位を落としたものの欧米以外で

唯一 10 位内を維持した。上位 20 位内を見ると、シンガポール、香港、中国本土から前年

より 1 校増の 6 校が入り、アジア地域の大学に対する評価が引き続き高まっている状況が

見て取れる。 

 

11位は香港大学、12位はシンガポールの南洋理工大学と、それぞれ前年の順位を維持し

たほか、13位には前年より順位を一つ上げた北京大学、14位には三つ上げた清華大学、18

位には前年の 32位から大きく浮上した香港中文大学が続く。上位 200位内に入ったアジア

地域の大学 44校中、半数を超える大学が前年より順位を上げたのも目を引く。 

 

順位上昇目立つ中国、香港、台湾、韓国 

国・地域別でみると最も多いのが中国本土の 10校で、北京大学、清華大学に次いで、復

旦大学 26位（前年 30位）、上海交通大学 36位（同 47位）、浙江大学 47位（同 49位）、南

京大学 90位（同 103位）、中国科学技術大学 134位（同 132位）、同済大学 146位（同 177

位）、武漢大学 165 位（同 186 位）、ハルビン工業大学 190 位（同 159）と続く。前年より

順位を下げたのは 2校しかない。 

 

中国本土とともに順位上昇が目立つのは、香港。香港大学、香港中文大学に次いで 33位

（前年 44 位）に香港科技大学、50 位（同 54 位）に香港理工大学、52 位（同 63 位）に香

港城市大学と 200 位内の 5 校のうち前年と同順位の香港大学以外の 4 校すべてが順位を上

げた。韓国も同様だ。韓国は前年と同じ 38位を維持したソウル大学に次いで、延世大学 42

位（同 50 位）、高麗大学 52 位（同 61 位）、KAIST（韓国科学技術院）65 位（前年は評価

対象外）、浦項工科大学 106 位（同 102 位）、成均館大学 108 位（同 126 位）、漢陽大学

155位（同 159位）と 7校中、前年より順位を下げたのは 1校のみとなっている。 

 

前年、前々年より 200 位内が 2 校増えて 3 校になった台湾も勢いが止まらない。今回は

さらに 1 校増えて 4 校となった。国立台湾大学 54 位（前年 63 位）、国立清華大学 142 位

（同 176位）、国立陽明交通大学 177位（同 199位）、国立成功大学 191位（同 203位）と

4校すべてが前年に続き、軒並み順位を上げた。 
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順位上昇少ない日本 

日本はどうか。200位内に入った校数こそ 8校とアジア地域では中国本土に次いで多いも

のの前年 196位だった早稲田大学が 201位に低下したこともあり校数は前年より 1減った。

39位（前年 36位）の東京大学が最高位だが、その上位にはシンガポール、香港、中国本土、

韓国の大学 10 校が並ぶ。東京大学に次ぐ京都大学 64 位（同 57 位）、大阪大学 95 位（同

91位）、東京科学大学 97位（前年は評価対象外）、東北大学 102位（同 109位）、名古屋

大学 156 位（同 164 位）、九州大学 171 位（同 170 位）、北海道大学 179 位（同 170 位）

と、前年より順位が上がったのは東北大学と名古屋大学の 2 校のみ。東京科学大学は東京

工業大学と東京医科歯科大学が 2024 年 10 月に統合してできたため、今回初めて評価対象

となった。前年は東京工業大学が 85位で東京医科歯科大学が 697位という評価だったから、

統合後の 97位という今回の評価結果を順位上昇とは言えないだろう。 

 

「QS 世界大学ランキング 2027」上位 200 位内のアジア地域大学 

（「THE2026順位」は、昨年 10月公表のタイムズ・ハイヤー・エデュケーション「世界大学

ランキング 2026」順位） 

世界順位 前年順位 前々年順位 THE2026 

順位 
大学名 国・地域 

10 8 8 17 シンガポール国立大学 シンガポール 

11 11 17 33 香港大学 香港 

12 12 15 ＝31 南洋理工大学 シンガポール 

13 14 14 13 北京大学 中国 

14 ＝17 20 12 清華大学 中国 

18 ＝32 36 ＝41 香港中文大学 香港 

26 30 39 36 復旦大学 中国 

33 44 ＝47 ＝58 香港科技大学 香港 

36 ＝47 45 40 上海交通大学 中国 

38 ＝38 31 ＝58 ソウル大学 韓国 

39 ＝36 ＝32 26 東京大学 日本 

42 50 56 86 延世大学 韓国 

47 49 ＝47 39 浙江大学 中国 

50 54 57 83 香港理工大学 香港 

＝52 ＝63 62 75 香港城市大学 香港 

＝52 61 67 ＝156 高麗大学 韓国 

54 ＝63 68 140 国立台湾大学 台湾 

56 ＝58 60 201-250 マラヤ大学 マレーシア 
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64 57 ＝50 61 京都大学 日本 

65 ― 53 ＝70 KAIST（韓国科学技術院） 韓国 

＝90 ＝103 145 65 南京大学 中国 

95 91 86 162 大阪大学 日本 

97 * * ＝166 東京科学大学 日本 

102 109 107 120 東北大学 日本 

106 102 98 151 浦項工科大学 韓国 

108 ＝126 ＝127 ＝102 成均館大学 韓国 

118 ＝123 ＝150 ― インド工科大学デリー校 インド 

＝128 ＝134 146 401-500 マレーシアサインズ大学 マレーシア 

130 ＝126 138 401-500 マレーシア国民大学 マレーシア 

＝134 129 118 ― インド工科大学ボンベイ校 インド 

＝134 ＝132 ＝133 ＝53 中国科学技術大学 中国 

＝142 176 210 401-500 国立清華大学 台湾 

146 ＝177 192 ＝154 同済大学 中国 

＝158 ＝153 ＝181 401-500 マレーシア工科大学 マレーシア 

155 159 162 251-300 漢陽大学 韓国 

156 164 ＝152 201-250 名古屋大学 日本 

＝165 186 ＝194 ＝134 武漢大学 中国 

170 180 277 ― インド工科大学マドラス校 インド 

171 ＝170 ＝167 301-350 九州大学 日本 

＝177 ＝199 219 401-500 国立陽明交通大学 台湾 

＝179 ＝170 173 351-400 北海道大学 日本 

190 159 252 ＝131 ハルビン工業大学 中国 

＝191 203 ＝215 501-600 国立成功大学 台湾 

＝191 189 206 801-1000 インドネシア大学 インドネシア 

（QS World University Rankings 2027、QS World University Rankings 2026、QS World 

University Rankings 2025、Times Higher Education World University Rankings 2026

から作成：＝は同順位の存在を示す。―は評価対象外） 

 *編集者注：東京科学大学は 2024年 10月、東京工業大学と東京医科歯科大学と統合して

できたため今回が初めての評価。 

 

 THE ランキングとの違いより顕著に 

 「QS世界大学ランキング 2027」は、1,500を超える世界の大学が評価対象となっている。

「学術関係者からの評判」（配点比率 30％）、「教員一人当たりの論文被引用数」（同 20％）、
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「雇用者からの評判」（同 15％）、「学生一人当たりの教員比率」（同 10％）、「外国人教員比

率」、「留学生比率」「持続可能性」、「雇用成果」、「国際研究ネットワーク」（同各 5％）とい

う評価指標・配点比率 9項目の合計点数で順位付けしている。 

 

 「QS 世界大学ランキング」とともによく知られているのが、英教育専門誌「タイムズ・

ハイヤー・エデュケーション（THE）」による「THE 世界大学ランキング」。こちらは「教育

（学習環境）」（配点比率 29.5％）、「研究環境」（同 29.0％）、「研究の質」（同 30.0％）、「企

業との関係」（同 4.0％）、「国際性」（同 7.5％）の五つの指標・配点比率による評価法だ。

「QS世界大学ランキング」の評価法より研究面をより重視する評価法となっている。 

 

 こうした評価法の違いから、アジア地域の大学の順位は「QS 世界大学ランキング」の方

が「THE世界大学ランキング」に比べ総じて高いという傾向がこれまで見られている。こう

した傾向がより顕著になったことが今回の結果から見て取れる。200位内のアジア地域の大

学のうち前年より順位を下げたのは 44 校中 12 校にとどまったのに対し、順位を上げたの

は 26校に上った。 

 

          日文 小岩井忠道（科学記者） 

 

関連サイト 

QS World University Rankings 2027: Top Global Universities  

  

 関連記事 

 2026 年 04 月 30 日客观日本 THE 公布亚洲大学排名：日韩与中国的差距显著 

 2026 年 03 月 30 日客观日本 THE 公布 2026 年全球国际化大学排名：日本大学评分未回

升，实施移民限制国家的大学排名亦下滑 

 2026 年 01 月 29 日客观日本中国排名继续上升，日本表现平平——THE 发布学科领域世

界大学排名 

 2025 年 12 月 04 日客观日本 THE 更正世界大学排名，东京科学大学升至第 166 位 

 2025 年 02 月 05 日客观日本 THE发布 2025 世界大学学科排名：亚洲大学持续崛起，日

本大学表现依然低迷 

 2024 年 11 月 15 日客观日本 QS亚洲大学排名：日本无缘前 20，北京大学居榜首 
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